
会
派
代
表

手話通訳者・要約筆記者の
申請方法も掲載しております。

テレビで議会を観てみませんか？

次回の議会は…

どなたでも傍聴可能です。
2階の議場の入り口にて
受付をしております。

お気軽にお越しください。

［ 9月4日･5日 ］
12人の議員が質問

傍聴の
ご案内

議
員
が
町
政
を
問
う

一
般
質
問

質
問
に
は
会
派
代
表
で
行
う
も
の
と
、個
人
質
問
が
あ
り
ま
す
。

各
記
事
は
質
問
を
し
た
議
員
本
人
が
作
成
し
て
い
ま
す
。

議会を傍聴できます！

12/1（金） 朝9時～開会予定！
請願・陳情の提出期限は
11/23（木）まで！

CCNCケーブルテレビ
12/９（土）・23（土）
朝９時から放送予定！

きずな  石原 壽朗

本年３月に「名鉄知多武豊駅
西グランドデザイン」が策定さ
れた。

いしはら　じゅろう

《答弁部署の略号》
総 総務部 企 企画部 福 健康福祉部 経 生活経済部 建 建設部 教 教育部

Q
中
心
市
街
地
再
開
発
と
も

い
え
る
新
た
な
ま
ち
づ
く
り

を
、
ど
の
よ
う
な
組
織
で
推
進

す
る
の
か
。

A　

今
回
策
定
し
た「
名
鉄

知
多
武
豊
駅
西
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ

イ
ン
」は
、「
駅
前
居
住
エ
リ
ア

（
黄
色
）」「
生
活
利
便
施
設
集

積
エ
リ
ア（
ピ
ン
ク
色
）」「
に
ぎ

わ
い
創
出
エ
リ
ア（
オ
レ
ン
ジ

色
）」「
緑
豊
か
な
住
宅
地
エ
リ

ア（
緑
色
）」「
武
豊
中
央
公
園
」

「
公
共
機
能
集
積
エ
リ
ア（
紫

色
）」で
形
成
さ
れ
て
い
る
。

　
数
十
年
に
一
度
の
大
き
な
ま

ち
づ
く
り
の
機
会
で
あ
り
、
来

年
度「
ま
ち
づ
く
り
推
進
室
」

の
よ
う
な
新
組
織
を
立
ち
上
げ

て
進
め
た
い
。

Q
公
共
施
設
の
集
約
化
は
ど

の
施
設
を
対
象
に
検
討
し
て
い

る
か
。

A　

公
共
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

を
目
指
し
、
役
場
庁
舎
、
保
健

セ
ン
タ
ー
、
防
災
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー（
新
設
）及
び
社
会

福
祉
協
議
会
な
ど
を
計
画
し
て

お
り
、
図
書
館
は
全
国
的
に
も

珍
し
い
水
上
に
あ
る
こ
と
を
重

要
視
も
し
て
い
る
。

Q
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
に
は
、

若
い
世
代
の
意
見
を
積
極
的

に
取
り
入
れ
る
べ
き
だ
が
。

A　

住
民
説
明
会
や
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
実
施
と
と

も
に
、
長
期
的
な
ビ
ジ
ョ
ン
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
次
世
代
を
担

う
若
者
の
意
見
も
取
り
入
れ

て
、
よ
り
良
い
ま
ち
づ
く
り
に

繋
げ
た
い
。

建

▲名鉄知多武豊駅西グランドデザイン
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Q まちづくりには若者の意見を

A 長期的ビジョンであり重要視

町長町長



政和クラブ  石川 よしはる
いしかわ

代
表
質
問

資金調達と資金運用の多様
化、効率化に向けた取組を推
進することが必要である。

クリーンセンター常武跡地にエ
コステーションを設置するが、
その構想と町民の思いは。

みらい  久野　勇
く  の　　　いさむ

A
現
在
の
と
こ
ろ
無
い
。

Q
令
和
６
年
10
月
か
ら
こ
れ
ま

で
無
料
で
あ
っ
た
自
治
体
振

込
手
数
料
が
有
料
化
に
な
る

が
影
響
は
。

A　

年
間
９
０
０
万
円
程
度

に
な
る
と
想
定
し
て
い
る
。

Q
公
金
納
付
の
デ
ジ
タ
ル
化
は
、

次
に
何
を
進
め
て
い
く
の
か
。

A　

現
時
点
で
、後
期
高
齢
者

医
療
保
険
料
と
介
護
保
険
料
が

想
定
さ
れ
る
。

09　　議会たけとよ   No.185  2023年11月1日発行

Q 歳計現金の効率的な運用を

A 定期預金での運用を考える

Q
過
去
か
ら
の
資
金
調
達
レ
ー

ト
を
比
較
し
、ス
プ
レ
ッ
ド（
事

務
費
用
＋
利
ザ
ヤ
）が
ど
の
程

度
あ
る
か
を
比
較
す
る
こ
と

が
、
金
融
感
覚
を
養
う
こ
と
に

繋
が
る
と
考
え
る
が
、見
解
は
。

A　

行
政
職
員
に
も
大
切
な

こ
と
で
あ
り
、
各
種
情
報
収
集

に
努
め
る
。

Q
５
月
か
ら
９
月
ま
で
の
比
較

的
余
裕
が
あ
る
時
期
に
、
歳
計

現
金
を
定
期
預
金
で
運
用
で
き

な
い
か
。

A　

必
要
な
資
金
の
確
保
に
努

め
、資
金
状
況
に
よ
っ
て
は
、定

期
預
金
の
運
用
も
考
え
て
い
く
。

Q
他
市
町
で
は
増
え
て
き
て
い
る

基
金
の
債
券
運
用
へ
の
見
解
は
。

A　

国
債
や
地
方
債
等
で
資

金
運
用
す
る
こ
と
も
、
調
査
、

研
究
し
て
い
く
。

Q
指
定
金
融
機
関
か
ら
の
派

出
窓
口
手
数
料
の
増
額
要
求

は
無
い
か
。

討
し
て
い
る
。

Q
常
武
跡
地
と
周
辺
施
設
を

連
携
し
、
地
域
活
性
化
は
で
き

な
い
か
。

A　

周
辺
施
設
に
長
成
池
公

園
や
壱
町
田
湿
地
、
武
豊
北
イ

ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ（
整
備
中
）な

ど
が
あ
る
。

　

長
成
池
の
ウ
ッ
ド
デ
ッ
キ
な

ど
老
朽
部
分
の
修
理
な
ど
検

討
予
定
。

　

今
後
、
地
域
活
性
化
の
促
進

に
努
め
る
。

Q どんなエコステーションか

A 地域に親しまれる施設に

Q
エ
コ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
新
設
に

あ
た
り
期
待
す
る
効
果
と
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

A　

更
な
る
ご
み
減
量
に
つ

な
が
る
と
期
待
し
て
い
る
。
利

用
者
の
分
散
に
よ
り
、
土
日
、

祝
日
、
年
末
年
始
の
混
雑
緩
和

に
繋
が
る
。
新
施
設
は
、
駐
車

ス
ペ
ー
ス
を
多
く
設
け
、
混
雑

時
に
は
施
設
内
で
待
機
で
き
る

ほ
か
屋
根
に
太
陽
光
パ
ネ
ル
を

設
置
し
二
酸
化
炭
素
発
生
抑

制
に
努
め
る
。
ま
た
旧
管
理
棟

と
周
辺
の
広
場
に
は
地
域
の

方
々
が
利
用
で
き
る
イ
ベ
ン
ト

会
場
や
災
害
時
の
一
時
避
難
場

所
な
ど
に
使
用
で
き
る
よ
う
配

慮
す
る
。

　

計
画
で
は
令
和
６
年
度
に
工

事
の
実
施
、
令
和
７
年
度
中
に

供
用
開
始
予
定
で
あ
る
。

Q
リ
ユ
ー
ス
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の

利
用
見
込
み
や
概
要
は
。

A　

リ
ユ
ー
ス
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
で
は
30
人
／
月
を
見
込

ん
で
い
る
。
取
扱
品
目
な
ど
ス

ペ
ー
ス
を
み
て
増
や
す
事
を
検

▲週末のエコステーション

総総総

総総

経

経 町長



公明党議員団  鳥居 美和
とりい　　　み わ

みらい  福本 貴久
ふくもと　 たかひさ

野菜茶業研究所跡地周辺の
将来に向けた、まちづくりのた
めに、全力で取組んでほしい。

音声コードを付けることで
「人にやさしい印刷物」実現
への可能性が高まります。

会
派
代
表

個
人
質
問

A　

こ
の
地
域
は
、
住
居
ゾ
ー

ン
と
し
て
住
宅
地
を
主
体
と
し

た
土
地
利
用
が
図
ら
れ
て
い
る

地
域
と
、
今
後
計
画
的
に
住
宅

地
を
形
成
し
て
い
く
地
域
と
し

て
、
土
地
区
画
整
理
事
業
や
地

区
計
画
な
ど
を
進
め
て
い
く
。

そ
し
て
、
良
質
な
居
住
環
境
の

創
出
お
よ
び
維
持
・
保
全
を
図

る
と
と
も
に
、
防
災
機
能
の
向

上
や
快
適
で
安
心
し
て
住
み
続

け
ら
れ
る
住
宅
地
と
し
て
の
土

地
利
用
を
図
っ
て
い
く
。
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Q 研究所跡地の市街化編入は

A 令和１１年度頃を目指す

Q
庁
舎
が
移
転
す
る
可
能
性
の

あ
る
野
菜
茶
業
研
究
所
跡
地
の

市
街
化
区
域
へ
の
編
入
作
業
は
、

ど
こ
ま
で
進
ん
で
い
る
の
か
。

A　

当
該
地
区
は
、
庁
舎
な

ど
の
公
共
施
設
の
集
積
を
図
る

こ
と
か
ら
、
市
街
化
区
域
へ
の

編
入
を
目
指
し
、
現
在
、
愛
知

県
と
調
整
を
行
っ
て
い
る
。令
和

６
年
４
月
か
ら
は
、新
た
な
組

織
体
制
の
も
と
、
都
市
計
画
手

続
き
や
各
種
調
査
設
計
業
務

を
進
め
、
令
和
11
年
度
頃
ま
で

に
は
、市
街
化
編
入
を
目
指
す
。

Q
本
町
の
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ

く
り
に
お
い
て
野
菜
茶
業
研
究

所
跡
地
、
ま
た
古
場
武
豊
線
、

六
貫
山
線
、
武
豊
港
線
、
知
多

東
部
線
で
囲
ま
れ
た
中
の
市

街
化
調
整
区
域
は
市
街
化
区

域
へ
編
入
し
、
市
街
化
を
優
先

的
に
進
め
る
こ
と
に
よ
り
、
人

口
増
加
に
も
つ
な
が
る
こ
と
が

期
待
さ
れ
る
た
め
、
将
来
を
見

据
え
た
優
良
な
住
宅
地
の
形

成
を
進
め
て
い
く
べ
き
だ
と
考

え
る
が
。

A　

現
時
点
で
、
音
声
コ
ー

ド
を
全
庁
的
に
、一
斉
に
導
入

す
る
こ
と
は
、
費
用
面
、
運
用

面
と
も
に
難
し
い
が
、
合
理
的

配
慮
の
提
供
を
す
べ
き
点
か

ら
、
コ
ー
ド
の
記
載
が
可
能
な

印
刷
物
が
あ
れ
ば
、
で
き
る
範

囲
か
ら
活
用
を
拡
大
す
る
こ
と

も
必
要
で
あ
る
。

　

こ
の
た
め
、
導
入
の
先
進
事

例
や
、
コ
ー
ド
の
掲
載
方
法
に

つ
い
て
調
査
研
究
の
上
で
、
各

所
管
に
対
し
、
情
報
提
供
を
行

い
た
い
と
考
え
て
い
る
。

Q 公的印刷物に音声コードは

A 掲載方法など調査研究する

Q
音
声
コ
ー
ド（
ユ
ニ
ボ
イ
ス
）

を
活
用
し
て
い
る
事
例
は
あ
り

ま
す
か
。

A　
「
ね
ん
き
ん
定
期
便
」「
年

金
振
込
通
知
書
」「
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
通
知
カ
ー
ド
」な
ど
各
送

付
物
に
掲
載
す
る
こ
と
で
活
用

さ
れ
て
い
る
。

　

本
町
で
は
障
が
い
者
関
連
計

画
の
概
要
版
と
し
て
作
成
し
た

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
に
お
い
て
令
和

２
年
度
に
掲
載
し
て
い
る
。
令

和
５
年
度
も
引
き
続
き
ユ
ニ
ボ

イ
ス
の
掲
載
を
予
定
し
て
い

る
。

Q
防
災
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
に
音
声

コ
ー
ド
の
掲
載
は
。

A　

半
年
前
に
発
行
し
た
こ

と
も
あ
り
、
今
す
ぐ
の
対
応
は

困
難
。
次
回
の
更
新
の
タ
イ
ミ

ン
グ
に
向
け
、
今
後
、
調
査
研

究
す
る
。

Q
公
的
な
通
知
お
よ
び
封
筒

な
ど
に
音
声
コ
ー
ド
を
記
載
し

て
は
ど
う
か
。

▲「切り欠き」は音声コードの印

▲駅西グランドデザインより

福

福

建

建

総



きずな  谷川 健一郎
たにがわ　  けんいちろう

個
人
質
問

高齢者とご家族への支援体
制などの強化と不交付団体
となった財政への影響を確認
する。

未来のためだけでなく、現世
代のためにも太陽光発電設
備や電気自動車の導入推
進を。

きずな  石川 喜次
いしかわ　     よしじ

体
と
な
っ
た
が
、
町
財
政
へ
の

影
響
は
。

A　

普
通
交
付
税
の
交
付
な

ど
は
な
く
な
る
が
、
町
税
の
増

収
に
よ
り
カ
バ
ー
で
き
る
。

Q
今
後
の
歳
入
の
見
通
し
は
。

A　

令
和
６
年
度
以
降
、
町

税
全
体
は
減
少
す
る
見
込
み
だ

が
、
適
正
な
地
方
債
の
活
用
や

国
県
支
出
金
を
最
大
限
確
保

で
き
る
よ
う
努
め
る
。

11　　議会たけとよ   No.185  2023年11月1日発行

Q 高齢者福祉の充実・拡充は

A 課題を整理し、検討していく

Q
第
８
期
高
齢
者
福
祉
計
画
・

介
護
保
険
事
業
計
画（
令
和
３

〜
５
年
度
）の
推
進
に
つ
い
て
、

評
価
課
題
は
。

A　

評
価
と
し
て
は「
憩
い
の

サ
ロ
ン
」の
開
設
数
の
目
標
達

成
や「
認
知
症
介
護
家
族
の
会
」

な
ど
の
実
施
が
で
き
た
。

　

課
題
と
し
て「
憩
い
の
サ
ロ

ン
」事
業
へ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
数

の
減
少
や「
認
知
症
迷
い
人
Ｓ

Ｏ
Ｓ
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」へ

の
登
録
者
が
少
な
い
こ
と
な
ど

が
挙
げ
ら
れ
る
。

Q
第
９
期
計
画（
令
和
６
〜
８
年

度
）の
重
点
施
策
・
法
改
正
は
。

A　

 
11
月
頃
に
策
定
す
る
予

定
と
し
て
い
る
が
、
認
知
症
と

見
守
り
体
制
に
関
す
る
施
策
の

強
化
な
ど
が
必
要
と
見
込
ん
で

い
る
。

　

ま
た
、
国
で
は
介
護
サ
ー
ビ

ス
の
支
援
強
化
と
併
せ
、
保
険

料
や
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者
負
担

に
つ
い
て
検
討
さ
れ
て
い
る
。

Q
普
通
交
付
税
の
不
交
付
団

福 町長

総 総

り
、
同
水
準
で
も
利
用
で
き
な

い
と
い
う
事
例
が
あ
り
、
今
年

度
よ
り
制
度
を
見
直
し
、
補
助

の
対
象
と
し
た
。

Q
太
陽
光
発
電
設
備
の
導
入
推

進
を
す
る
た
め
に
、
民
間
が
整

備
を
し
、
自
治
体
が
リ
ー
ス
料

を
支
払
う
、
第
三
者
所
有
リ
ー

ス
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
か
。

A　

手
法
の
一
つ
と
し
て
調

査
・
研
究
し
て
い
く
。

Q ＥＶ用急速充電施設の整備は

A 国の動向などを注視している

Q
令
和
４
年
度
に
実
施
し
た
武

豊
町
地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計

画
に
基
づ
い
た
取
り
組
み
は
。

A　

ゆ
め
く
り
ん
か
ら
発
生
す

る
熱
源
を
利
用
し
た
役
場
庁
舎

等
へ
の
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

活
用
。
太
陽
光
発
電
設
備
の
導

入
可
能
性
調
査
の
実
施
。一
部

公
用
車
を
電
気
自
動
車
へ
切
り

替
え
た
。

Q
Ｅ
Ｖ
車
の
普
及
に
向
け
、

町
内
に
急
速
充
電
施
設
を
作

る
べ
き
で
は
な
い
か
。

A　

現
時
点
に
お
い
て
、
町

で
整
備
す
る
予
定
は
な
い
が
、

普
及
の
た
め
に
は
必
要
だ
と
考

え
て
お
り
、
国
の
動
向
な
ど
を

注
視
し
て
い
る
。

Q
住
宅
用
地
球
温
暖
化
対
策

設
備
設
置
費
補
助
金
に
つ
い

て
、
住
民
か
ら
の
意
見
な
ど
は

あ
る
か
。
ま
た
そ
の
対
応
は
。

A　

当
該
年
度
末
ま
で
に
住

宅
の
完
成
が
見
込
め
ず
利
用
が

で
き
な
い
、
評
価
方
法
が
異
な

▲太陽光発電設備の導入予定施設

▲武豊町高齢者福祉計画・介護保険事業計画

経

経経 町長



公明党議員団  甲斐 百合子
か い　　　ゆ り こ

みらい  櫻井 雅美
さくらい　　まさみ

翻訳アプリや「やさしい日本語」
使用など、外国ルーツの子や保
護者への配慮を求めました。

障がいのある子どもとその
家族が安心して過ごせる子
育て支援を！

個
人
質
問

担
任
か
ら
の
貸
し
出
し
な
ど
、

取
り
組
み
方
を
検
討
し
て
い
く
。

Q
保
護
者
に
対
し
て
、
ど
の
よ

う
な
支
援
を
行
っ
て
い
る
か
。

A　

国
際
交
流
員
が
、
翻
訳

支
援
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
関
わ
っ

て
い
る
。

　

令
和
６
年
度
か
ら
導
入
す
る

「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
」の

中
で
、
外
国
に
ル
ー
ツ
を
持
つ

子
ど
も
や
保
護
者
に
つ
い
て

も
、
学
校
と
地
域
協
働
に
お
い

て
支
援
し
て
い
き
た
い
。
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Q 外国ルーツの児童生徒支援は

A 個の状況に対応している

Q
学
校
の
受
け
入
れ
体
制
と

児
童
生
徒
へ
の
支
援
内
容
は
ど

う
か
。

A　

国
際
交
流
員
が
、
学
習

を
支
援
。
ま
た
、
日
本
語
の
語

学
指
導
と
し
て
、
２
名
の
日
本

語
指
導
教
諭
が
、
各
校
を
巡
回

し
て
、
児
童
生
徒
の
状
況
に
応

じ
て
対
応
を
し
て
い
る
。

Q
日
本
語
指
導
が
必
要
な
中

学
生
に
対
し
て
、
ど
の
よ
う
な

進
学
支
援
を
行
っ
て
い
る
か
。

A　

日
本
語
指
導
教
諭
が
、

週
に
１
〜
２
回
中
学
校
を
巡
回

訪
問
し
、
個
々
の
生
徒
の
習
熟

度
に
合
わ
せ
た
、
日
本
語
の
学

習
支
援
を
継
続
し
て
進
め
て
い

る
。

Q
多
言
語
翻
訳
シ
ス
テ
ム
な

ど
の
I
C
T
を
活
用
し
た
取

り
組
み
に
関
し
て
、
本
町
の
お

考
え
は
ど
う
か
。

A　

タ
ブ
レ
ッ
ト
へ
の
翻
訳
ア

プ
リ
導
入
に
つ
い
て
は
、
現
時

点
で
は
検
討
し
て
い
な
い
が
、

う
ニ
ュ
ー
ス
が
あ
っ
た
。
町
と

し
て
支
援
は
。

A　

保
護
者
負
担
が
大
き
い

昔
風
の
や
り
方
か
ら
、
こ
ど
も

家
庭
庁
が
目
指
す
形
に
体
制
を

整
え
て
い
く
。

Q
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業

計
画
で
は
、
障
が
い
児
保
育
は

ど
の
よ
う
に
反
映
さ
れ
る
か
。

A　

本
年
策
定
の
第
３
期
障

が
い
児
福
祉
計
画
で「
保
育
所

な
ど
に
お
け
る
、
障
が
い
児
の

受
け
入
れ
体
制
の
整
備
に
努
め

る
」方
針
を
検
討
中
の
た
め
、

こ
れ
に
合
わ
せ
た
い
。

Q 子育て計画に障がい児保育は

A 受け入れ体制の整備に努める

保
育
園
の
民
営
化
を
難
し
い
と

判
断
せ
ず
、早
急
に
再
検
討
を
！

Q
保
育
園
入
所
は
加
点
方
式

だ
が
、
障
が
い
児
の
保
護
者
が

最
大
加
点
で
も
、
入
所
で
き
な

い
理
由
は
。

A　

安
全
確
保
が
最
優
先
で

あ
る
た
め
。
人
員
の
確
保
が
課

題
で
あ
る
。

Q
人
員
不
足
な
ら
ば
、民
営
化

し
、保
育
士
を
確
保
す
べ
き
。東

大
高
保
育
園
な
ど
の
民
営
化
は

検
討
し
た
の
か
。

A　

改
修
に
あ
た
り
、
検
討
は

し
た
が
難
し
い
と
判
断
し
た
。

Q
他
自
治
体
の
事
例
を
検
討

し
た
結
果
、
難
し
い
と
判
断
し

た
の
か
。

A　

事
例
は
確
認
し
て
い
な
い
。

Q
障
が
い
児
の
親
は
仕
事
を

あ
き
ら
め
る
べ
き
？
介
助
者
、

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
、
代
弁
者

…

「
親
」以
上
の
役
割
に
、
と
い

▲安心して産める武豊町に！

福福福

福福

教教教

教



梶田  進
かじた　    すすむ

個
人
質
問

CCNC屋内温水プール温浴
施設、多目的室の料金引き下
げをすべきである。

災害に備え常に心掛けてい
く。自助と共助で、地域社会
には、更に防災への強化を
計る。

きずな  松本万之
まつもと　　かずゆき

業
に
つ
い
て
は
、
検
討
し
て
い

き
た
い
。

Q
カ
ラ
オ
ケ
室
（
多
目
的
室
）

１
時
間
１
０
０
０
円
は
非
常
に

高
い
こ
と
で
、
34
人
の
利
用
に

と
ど
ま
っ
て
い
る
。
全
て
無
料

で
利
用
し
て
き
た
こ
と
か
ら

考
え
る
な
ら
ば
利
用
料
は
、

引
き
下
げ
る
べ
き
で
あ
る
。

A　

利
用
料
金
に
つ
い
て
は
、

事
業
者
と
の
調
整
・
検
討
を

行
う
。
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Q 温浴施設等の利用料引き下げを

A 事業者と調整・検討する

Q
屋
内
温
水
プ
ー
ル
内
の
温

浴
施
設
及
び
多
目
的
室
の
利

用
者
数
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て

い
る
か
。

A　

温
浴
施
設
の
高
齢
者
利

用
数
は
７
３
４
７
人
で
そ
の

内
、
助
成
事
業（
毎
週
月
曜
日
、

無
料
開
放
）で
の
利
用
者
数
は

４
５
５
５
人
。
多
目
的
室
の
利

用
者
数
は
34
人
で
あ
っ
た
。

Q
助
成
事
業
日
の
利
用
者
は
平

均
で
約
１
１
０
人
、利
用
料
３
０

０
円
の
平
日
利
用
者
平
均
は
24

人
。利
用
料
３
０
０
円
は
明
ら
か

に
高
く
、負
担
が
大
き
い
。

　

温
浴
施
設
利
用
者
の
声
は
、

毎
日
利
用
し
た
い
が
、そ
の
た
め

に
は
利
用
料
が
１
０
０
円
、最
大

で
も
２
０
０
円
以
下
。無
料
開
放

は
最
低
で
も
あ
と
１
回
増
や
し

て
も
ら
い
た
い
。

A　

 
利
用
料
に
つ
い
て
、
受

益
者
負
担
の
考
え
で
、
施
設
の

維
持
管
理
を
適
切
に
行
い
、
継

続
的
に
運
営
し
て
い
く
た
め
に

必
要
で
あ
る
。

　

高
齢
者
温
浴
施
設
助
成
事

Q
土
砂
災
害
警
戒
区
域
や
ア
ン

ダ
ー
パ
ス
道
路（
若
宮
地
区
と

梨
子
ノ
木
地
区
）冠
水
へ
の
管

理
は
。

A　

土
砂
災
害
警
戒
区
域
に

お
住
い
の
世
帯
へ
は
、
警
戒

レ
ベ
ル
に
応
じ
て
電
話
に
て

避
難
等
を
呼
び
か
け
る
よ
う

に
し
て
い
る
。

　
　

建
若
宮
地
区
は
マ
ン

ホ
ー
ル
ポ
ン
プ
を
用
い
、
強
制

排
水
を
行
う
。
梨
子
ノ
木
地
区

は
自
然
流
下
に
よ
り
排
水
さ
れ

る
。
台
風
時
な
ど
に
は
、
職
員

に
て
現
場
巡
回
し
、
冠
水
時
に

は
通
行
禁
止
の
処
置
な
ど
の
対

応
を
行
う
。

Q 自主防災会への支援強化は

A 各区防災組織との強化を図る

Q
一
時
避
難
場
所
で
待
機
す

る
も
簡
易
倉
庫
、
夜
間
停
電

時
に
対
応
す
る
発
電
機
、
被
災

者
対
応
の
車
椅
子
を
準
備
す

べ
き
で
は
。

A　

一
時
避
難
場
所
は
、
安
否

確
認
す
る
場
所
で
防
災
倉
庫
の

設
置
等
は
現
時
点
で
は
考
え
て

い
な
い
。

Q
要
支
援
者
へ
の
個
別
避
難

計
画（
全
区
）の
進
捗
状
況
は
。

A　

今
後
、
ご
協
力
い
た
だ

け
る
自
主
防
災
会
か
ら
試
行
と

し
て
お
願
い
し
て
い
く
。

Q
区
未
加
入
者
へ
防
災
訓
練
へ

の
参
加
要
望
や
働
き
か
け
は
、

具
体
的
に
何
が
行
わ
れ
て
い

る
か
。

A　

災
害
時
に
安
全
な
避
難

行
動
が
で
き
る
よ
う
、
区
及
び

区
自
主
防
災
会
に
加
入
し
、
更

に
防
災
訓
練
に
参
加
す
る
こ
と

を
様
々
な
機
会
を
捉
え
呼
び
か

け
て
い
る
。

▲アンダーパス道路（若宮地区）

▲利用者が少ない平日の浴室

総 総 総

総建

教 教

教



とば ひさし

夏休み中に児童クラブを利
用する親が、弁当を作る負
担をなくしたい！

個
人
質
問
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A　

組
織
体
制
と
し
て
、武
豊

町
情
報
化
推
進
本
部
は
、副
町

長
、６
部
長
、総
務
課
長
お
よ
び

企
画
政
策
課
長
で
構
成
し
て
い

る
。な
お
、外
部
人
材
ス
キ
ル
標

準
の
示
す
役
割
に
よ
る
人
材
役

割
採
用
は
行
っ
て
い
な
い
。

Q
マ
イ
タ
ウ
ン
・
マ
イ
ロ
ー
ド

事
業
を
ベ
ー
ス
に
公
園
草
刈
り

隊
事
業（
㎡
単
価
50
円
）を
試
験

導
入
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

A　

現
状
の
課
題
を
ヒ
ア
リ

ン
グ
す
る
な
ど
、
調
査
研
究
し

て
い
く
。

Q 夏休みの児童クラブ弁当問題は

A 利用者の意向を把握したい

Q
弁
当
を
希
望
す
る
児
童
に
対

し
て
、
本
町
の
弁
当
事
業
者
や

飲
食
店
か
ら
弁
当
を
提
供
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
か
。
飲
食
店

の
経
済
支
援
対
策
に
も
な
る
。

A　

昼
食
の
提
供
を
す
る
場

合
に
、
弁
当
は
最
も
現
実
的
で

合
理
的
な
方
法
。
児
童
ク
ラ
ブ

利
用
者
や
業
者
な
ど
の
意
向
を

把
握
の
う
え
、
調
査
研
究
を
進

め
た
い
。

Q
愛
知
県
教
育
委
員
会
は
、２

０
２
５
年
度
か
ら
中
高
一
貫
校

と
な
る
県
立
高
校
４
校
で
、
希

望
す
る
生
徒
を
対
象
に
給
食
を

試
験
導
入
す
る
方
針
だ
。
県
の

導
入
を
見
越
す
形
で
武
豊
高
校

で
も
給
食
導
入
試
験
が
で
き
な

い
か
。

A　

本
町
は
令
和
８
年
度
に

新
し
い
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
を

建
設
予
定（
想
定
４
０
０
０

食
）だ
。
今
後
の
県
の
動
向
を

注
視
す
る
。

Q
自
治
体
Ｄ
Ｘ
の
組
織
体
制

と
、
外
部
人
材
の
採
用
は
。

企

福

建

教

保育士の業務改善にICT活用！
過去に行った一般質問に対し、その後どのように町政に反映されたかを徹底追跡します！

Q保育士の業務改善のため、ＩＣＴ活用
の考えはあるか。

　（令和元年9月議会）

A次期電算システムのリプレースのタイ
ミングをめどに検討を進めている。リプ
レースのタイミングは令和５年度を予定
しているので、それまでにというような
形で考えている。

コドモンというアプリを導入し
ました。スマホでQRコードをか
ざすことで、登降園管理がで
きます。また、病気などで欠席
の連絡もアプリだけで行うこと
ができ、電話連絡が不要とな
りました。

アプリ導入の改善点は休みの電話対応
がなくなったことです。休みの連絡は重な
り、キャッチ対応も必要だったので本当に
大変でした。

園内連絡用にもアプリを利用しています。保育士の負担
は本当に減ったので、さらなるICT活用を目指します。

休みの電話をする手間が省けました。
電話するタイミングも考えなくてもよいのが助かります。

体温表の手書きが面倒。
（今後デジタル対応する予定）

QRコードの読込みが甘く、手動入力
することが多いのが面倒。

その後
どうなった

？

保育園の先生に聞いてみました！保育園のママに聞いてみました！

そ
の
後


